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１ 当社グループのESG経営

価値創造ストーリー

「あるべき姿」には、私たちが、九州の元気をつくっていく、
さらに、九州から日本、そしてアジアを舞台に元気をつくってい
くという思いが込められています。
「誠実」、「成長と進化」、「地域を元気に」の３つの「おこ

ない」は、私たち一人ひとりが常に立ち返るべき拠り所として大
切にしている行動指針です。
当社グループは、「あるべき姿」に向けて「おこない」のもと

に事業を実践することで、企業価値向上と持続可能な社会の実現
を目指していきます。
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１ 当社グループのESG経営

価値創造プロセス
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１ 当社グループのESG経営

マテリアリティの見直しと中期経営計画（2022-2024）における非財務KPI
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２ 脱炭素社会の実現

脱炭素社会の実現に向けた基本的な考え方

脱炭素社会の実現に向けたロードマップ

TCFD提言に基づく情報開示

2021年2月

2021年8月

2022年4月

2022年8月

中期経営計画期間の取り組み

• TCFD提言への賛同と2050年カー
ボンニュートラルを宣言

• 「ガバナンス・戦略・リスク管理
・指標と目標」を開示

• リスクと機会の特定

• 2030年中間目標（JR九州単体で
2013年度比△50％）を公表

• スコープ3排出量の開示（JR九州
単体）

• 1.5℃シナリオ分析の実施
• 財務影響増加額を一部開示
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２ 脱炭素社会の実現

不動産事業における
グリーンビルディング認証の取得

ESGファイナンスの実施

2023年に竣工予定の「鹿児島中央駅西口複合ビ
ル」「新長崎駅ビル」でCASBEEの取得を目指す

運転用電力の省エネ化環境価値向上に資する投資

• 本中期経営計画において、約600億円計画
• 省エネ型車両や、グリーンビルディング認証の

取得を目指す不動産への投資を対象
• 他にも再エネ事業等への投資も検討

• 2021年4月
• 2022年7月
• 2022年9月

• 2022年11月

グリーンボンド発行
環境格付融資の実行
サスティナビリティ・リンク・
ローンの実行
グリーンボンド発行

西九州新幹線に導入されたN700S「かもめ」は走行抵
抗の低減や、主回路にSiC素子を採用することにより、
消費電力量を削減
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安全創造館研修

３ すべての事業の基盤となる安全とサービス

安全に関する社員の声

• 2011年1月開設
• 経営陣をはじめ全従業員を対象
• グループ会社従業員も受講
• 2021年3月にリニューアル
• 現在、6巡目研修を実施中
（およそ２年に１回のサイクルで受講）

「安全に関する社員の声」による改善事例

お客さまが転落する危険性 転落防止用のフェンスを設置

経営陣が受講する様子（6巡目研修）

リニューアルした安全創造館の研修設備

安全に関する基本的な考え

安全はあるものではなく、つくりあげていくもの
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３ すべての事業の基盤となる安全とサービス

お客さまの声

サービスに関する基本的な考え

お客さまの声に耳を傾ける

外部調査機関に依頼して、第三者から
の視点でサービスレベルを調査

日頃のサービスへの取り組みが

定期的に可視化され、成長度合

いや課題が見えることから、自

駅のサービス向上に欠かせない

指標となっている

駅社員のコメントの一例

• 代表取締役社長執行役員を委員長とする「サ
ービスを社風にする委員会」において、お客
さまの声を分析

• お客さまの声を活かし、サービスの品質を高
めるPDCAサイクルを機能させる

サービスランキング
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３ 持続可能なまちづくり

地域を元気に ~持続可能なまちづくり~

「地域を元気に」
地域の経済的価値と社会的価値
を向上させること
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３ 持続可能なまちづくり

• 新たなまちづくりへの挑戦として、福岡市南部に位置する油山市民の森等リニューアル事業に取り組む

• 福岡グリーンネクストのリーディングプロジェクトとして福岡市や株式会社スノーピークほか構成企業と協力しな

がら2023年春開業に向けて準備を進める。

福岡市 油山にて、複合体験型アウトドア事業に参入

油山市民の森は、福岡市南部
に位置（市中心部から10㎞、
車で約30分）
長年、市民が身近に自然に触れ
ることができる場所として親しまれ
ています

① 駅や鉄道沿線でない立地における

「新たなまちづくりへの挑戦」

② 環境、循環型社会、脱炭素等の取

組による「持続可能で魅力的な地方

創生事業」

③ 「人と都市と自然の共生」をビジョンに

福岡の新たな都市ブランディングや次

代への九州のまちづくりへとつながる

「ソーシャルインパクト」

油山事業に取り組む３つの意義
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３ 価値創造の源泉である人づくり

自ら学び、挑戦する人づくり 働きやすさの追求と働きがいの創出
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３ 価値創造の源泉である人づくり

人材戦略の推進
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人事制度改革

戦略に合致した人材ポートフォリオの実現

多様なキャリア実現と
人材の最大活用

従業員の
エンゲージメント向上

制度や体制を一体的に見直し、新たな人づくりの仕組みを構築

• 多様な業種の従業員と意見交換を実施
• 課題の抽出、方向性の確認

（事例）人事賃金制度の見直し
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評価
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３ 価値創造の源泉である人づくり

従業員エンゲージメントの向上

「市場での発展」や「従業員にと
っての魅力」という会社の将来性
に関する満足度が低下
会社理念の更なる浸透が課題

• 経営陣と従業員との意見交換会
の継続的な実施

• 経営方針の共有や各職場の活性
化、従業員のモチベーション向
上を目的として、全社員を対象
とした意見交換会を実施

人材戦略の実現度合を役員のKPIに設定・評価し、当社グループの人づくりを経営層から変革

調査の結果を受けた取り組み

全社員を対象とした意見交換会

• 代表取締役社長執行役員と現場長等との意見交換会 2023年3月期内に実施
• 代表取締役社長執行役員及び取締役常務執行役員等と 2023年3月期～2025年3月期
従業員との意見交換会 の3年間で実施
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４ 健全な企業運営

ガバナンスの変遷
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４ 健全な企業運営

ステークホルダーとのコミュニケーションの充実

● 地域社会との持続的な関係づくり

D&S列車を通した地域のおもてなし JR九州ウォーキングによる地域とのつながり

地域の皆さまと様々な職場との取り組みや連携BRTをはじめとする沿線の皆さまとの検討会
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持続可能な社会の実現と企業価値向上⇒あるべき姿の実現へ

持続可能な
社会の実現

企業価値向上
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